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［背景・ねらい］

これまでに、レタスの定植日を起点とした日平均温度の積算と葉齢の関係から生育予測

式を作成した。12 月までに収穫される作型では予測精度が高いものの、１～３月に収穫さ

れる作型では、従来の予測式に当てはまらない事例があった。

このため、有効積算温度を用いた計算方法について検討した。

［成果の内容・特徴］

１ レタス‘ツララ’を人工気象器にて、5.0℃、12.5℃、20.0℃（一定）で、10 日間処理

した（10 時間日長、CO2 施用なし、PPFD 約 500µmol・m-2・ｓ-1）。基準温度は、有効積

算温度法則に基づき、処理期間中の日平均温度と葉数の増加速度から得た回帰直線の

式の外挿部が横軸と交わる点から、2.2℃と推定した（図１）。

２ 基準温度の処理は、10 分毎の温度データを処理し、日平均温度は「｛（10 分毎の実測値

‐基準温度）＞0.0｝の合計/｛（10 分毎の実測値‐基準温度）＞0.0｝のデータ数…①」

で求め、有効積算温度は①より求めた日平均温度を定植日の翌日から収穫日まで合計

することにより算出した。

３ 2017～2020 年に現地圃場(延べ 16 か所)において得られたデータを基に、基準温度を

0.0～4.0℃で 1.0℃ずつ設定し、有効積算温度を用いた予測式の有効性について、相

関係数を指標に評価した。結果、定植後からの積算温度と葉齢の関係は、有効積算温

度を考慮したほうが、単純積算温度よりも相関が高くなった（図２）。このうち、基準

温度が 2.0℃のときに相関係数が r=0.9388 となり、もっとも相関が高くなった。

４ 基準温度 2.0℃で従来の予測式を改変し、新しい予測式（y=0.0584x-5.8537、y=葉齢、

x=積算温度）を作成した（図３）。葉齢 38 枚を収穫適期とすると、収穫までの積算温

度は 751℃・日となった。

［成果の活用面・留意点］

１ 今後、「レタスのリアルタイム収穫生育予測システム」に有効積算温度を考慮し収穫予

測日を算出する処理を導入する。

２ 有効積算温度を用いた予測には測定間隔が短い温度データが必要なるが、LPWA（Low

Power Wide Area）通信機器で測定した温度を用いることで、精度を向上していく。

３ 現地の温度は畝の端を除いた４条畝千鳥植えの２条目と３条目の間で測定した。生育

調査の株は温度測定と同様の位置の株を用いた。
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図１ 日平均温度と葉数の増加量の関係
農林技術研究所内人工気象器にて実施。
凡例の日付は処理開始日を示す。
試験は３回繰り返し、１回つき処理区当たり４株供試した。

図２ 定植後からの積算温度と葉齢の関係

（左：単純積算、右：有効積算）

掛川市及び菊川市の現地圃場にて、2017～2020 年にかけて延べ 16 地点調査した。
凡例の日付は定植日の年月を示す。
１圃場２～４回調査し、１回につき４株調査した。

図３ 有効積算温度（2.0℃）を用いた生育予測式
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